
地域づくりにおける市町村の役割 
～市民が主役の協議体～ 

平成２９年6月２３日（金） 

第1回九州厚生局地域包括ケア市町村セミナー 

福岡県福津市健康福祉部高齢者サービス課 
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◆人口 62,429 人    

◆面積  52.71 k㎡ 

◆平成17(2004)年1月 
福間町と津屋崎町が合併 

北九州市 

福岡市 

福 津 市 
山 口 県 

福 岡 県 

◆１５未満人口  ９，４７４人 

         （１５．２％） 

◆６５歳以上人口 １７，３６４人    

         （２７．８％） 

◆７５歳以上人口  ８，２８３人     

         （１３．３％） 

◆要介護認定者数  ２，４１９人 

         （１４．０％） 

  

  

   

 福岡県 福津市          （平成29年5月末現在） 

◆介護保険料  5,250円 

市役所の体制 高齢者サービス課（１３名）   

 介護保険係（７名）・・・認定、賦課、給付、地域密着型など 

 高齢者福祉係（６名）・・・介護予防、認知症、生活支援体制 

                              整備事業など 

 

地域包括支援センターの体制 委託型市内１か所（１７名） 
 センター長  保健師等（３名）     ケアマネジャー（６名） 
          主任ケアマネ（３名）   事務職（１名）  

          社会福祉士（３名） 

                                             2 



 郷（さと）づくりとは 

 
 

郷づくりは、福津市が平成１９年度から取り組み
始めた「自分たちの地域は、自分たちの手で」と
いう考えのもと、概ね小学校区を単位として、地
域住民や地域で活動する団体同士が互いに協
力・連携し、地域の課題解決や個性的で魅力あ
る地域づくりに取り組む「地域自治」の活動です。 
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　　　　　　　　　　　市　　　民

　　様々な地域課題の解決方法（イメージ図）
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　　個人や家族でできないことは自治会(区)で取り組み、自治会(区)だけでは
　できないことを校区の組織が補完するという考えで役割を確認し合っていけば、
　校区の実情にあったまちづくりが可能になります。

郷づくり 

個人や家族でできないことは自治会（区）で取り組み、自治会（区）だけではできないことを
校区の組織が補完するという考えで役割を確認し合っていけば、校区（地域）の実情にあっ
たまちづくりが可能になります。 



郷づくり推進協議会は、自治会活動を 
補完する組織です。 
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■郷づくり推進協議会イメージ図 



1.協議体準備会までの取り組み 
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◆『福津市における地域支援事業勉強会』     平成27年5月26日(火) 
   市職員/議会/郷づくり推進協議会/社協/包括/シルバー人材センター 

 

◆『生活支援・介護予防の体制整備に向けた研修会』    6月11日(木) 
   ～目指す地域像の実現に向けた、第１層協議体のあり方を考える～ 
     市職員/包括/社協/第１層協議体構成員候補者 

 

◆大分県竹田市「新しい地域支援のあり方を考えるフォーラムin竹田」 

   行政/社協/郷づくり推進協議会             7月18日(土) 

 

◆佐賀県佐賀市「はじめよう！佐賀市発・新しい総合事業に向けて」  

   行政/社協/郷づくり推進協議会            7月27日(月) 
 

◆『介護保険制度改正と新しい地域支援事業学習会in 福津』 8月30日(日) 
   行政/議会/郷づくり推進協議会/民生・児童委員/社協/包括/ 

   シルバー人材センター 
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 フォーラム開催と参加 



 フォーラムで情報を得た市民が動き出す           

平成２７年５月２６日 『福津市における地域支援事業勉強会』 
平成２７年６月１１日 『生活支援・介護予防の体制整備に向けた研修会』 
平成２７年７月１８日 『新しい地域支援のあり方を考えるフォーラム 
                                                           in竹田』 
           暮らしのサポートセンター りんどう見学 
 
平成２７年７月～   地域の自治会へ働きかけ 
 
平成２７年１２月   もと保養所の所有会社と活用について合意 
 
平成２８年３月２７日 自治会総会にて可決 
 
平成２８年４月６日  準備委員会結成、以後、毎週委員会で協議 
 
平成２８年６月    もと保養所の所有会社と賃貸契約締結 
 

平成２８年７月１９日 暮らしのサポートセンターサンクス開所！ 
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暮らしのサポートセンター サンクス 

寄り合い場 

集いの広場 

お困りごと支援 

■開館日 火、木、土曜日 ■時間 １０：００～１７：００ 
★上記以外の日時でもOKです。清水までご連絡ください。 
くらしのサポートセンター連絡先 ☎＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊ 
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２.協議体準備会 
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 協議体設置までのあゆみ           

第１回（平成２７年１２月１８日） 
  高齢者福祉計画、介護保険事業計画の説明 
第２回（平成２８年１月２０日） 
  「助け、助けられ上手になるためのゲーム」 
第３回（平成２８年２月２４日） 
  「地域のつながりを考えよう」 
第４回（平成２８年３月２３日） 
  「第３回の『困りごと』について考えよう」 
第５回（平成２８年４月２７日） 
  「これからの協議体設置についてみんなで考えよう」 
第６回（平成２８年５月２５日） 
  「もしも福津市に協議体があったら」 
第７回（平成２８年７月２７日） 
  「生活支援コーディネーターはどんな人が適任？」 
第８回（平成２８年８月２４日） 
  「協議体と生活支援コーディネーターに関する質問と 
   意見交換」 
第９回（平成２８年９月２８日） 
  「生活支援コーディネーターを選ぼう」 

平成28年10月26日 福津市協議体誕生！ 

○郷づくり推進協議会  
○民生委員・児童委員協議会  
○地域包括支援センター 
○小地域福祉会  
○シニアクラブ  
○シルバー人材センター  
○社会福祉協議会 
○社会福祉法人  
○介護保険サービス事業所  
○光陵高校  
○水産高校  
○宗像看護専門学校  

○認知症セーフティネットワー
ク蓮華草  
○見守り協定締結事業所  
○イオンモール福津  
○消防団  
○警察 ほか 

協議体準備会 プログラム 参加よびかけ先 
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 第１回（平成２７年１２月１８日） 

  第７期高齢者福祉計画、第６期介護保険事業計画の説明 
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予想以上の 
１２２名の参加！ 

その他、沖縄県八重山郡竹富町で
取り組まれている地域の集いの場
「大富共同組合売店」について発
表、グループワークがありました。 

歩いて行けば、誰かに会える。誰かに
会って、話すことは大事だと思う。そ
ういう場を作ることも必要だと思う。
(20代女性) 

無償ボランティア、行政からの押し付
けは反対。話しあいをして時間をかけ
て。お互い様がなくなってきている。
(70代女性) 



 第２回（平成２８年１月２０日） 

   「助け、助けられ上手になるためのゲーム」 

 第３回（平成２８年２月２４日） 

   「地域のつながりを考えよう」 

 第４回（平成２８年３月２３日） 

   「第３回の『困りごと』について考えよう」 
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グループで具体的に困りごとに
ついてやりとりできてよかった。 
（アンケートより。以下同じ） 

時間が短かったのでは・・・ 
グループでもっと話がした
かった。 



 第５回（平成２８年４月２７日） 

   「これからの協議体設置についてみんなで考えよう」 

 第６回（平成２８年５月２５日） 

   「もしも福津市に協議体があったら」 

 第７回（平成２８年７月２７日） 

   「生活支援コーディネーターはどんな人が適任？」 
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前回までは繰り返しが多く、方向性が
見えなかったが、本日は一歩進んで具
体的な話し合いができたと思う。 



 第８回（平成２８年８月２４日） 

   「協議体と生活支援コーディネーターに関する質問と 

    意見交換」 

 

 第９回（平成２８年９月２８日） 

   「生活支援コーディネーターを選ぼう」 
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 市民評価委員…35名 
 ※市民評価委員候補者(9月23日までに 
  「協議体参加届」を提出された方) 55名中 
  35名が参加 



第7回協議体準備会「生活支援コーディネーターはどんな人が適任？」で出た意見 
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 ワークショップの意見からＳＣ評価項目へ           

 
 

第７回協議体準備会「「どんな人がＳＣだったら助け合
いの地域づくりが進みそうですか？」 評価項目（一部抜粋） 

・世話好き ・ボランティア精神がある人  
・今から地域のために何かしたい人 
・意欲、熱意のある人 ・人間が好きな人 
・自分の時間を使って人のために何かしたい人 

地域貢献への意欲が感じられるか 

・個人名（名前があがるほどの地域での活動実績） 
・もともと活動していた人  
・地域の状況を理解している人  
・地域社会に理解がある人 
・顔が知られていてネットワークがある人 

地域において、実効ある助け合いや
生活支援等サービスの提供実績を
有しているか 

・人として信頼できる人  
・課題が見つけられる人  
・地域の状況を理解している人  
・いっしょに汗がかける人 

今後の地域の支え合いに関して、共
感できる内容が示されているか 

・平等な考えの人 所属する団体の利益によることなく、
公平・中立な立場で活動が行われる
ための工夫がなされているか 
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３.協議体になってから 
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協議体のいま 

 

   ○協議体メンバー     77名（H28.10.26現在） 

                    ↓ 

                   124名（H29.6.12現在） 

 

    ☆郷づくり推進協議会、自治会、小地域福祉会、 

     民生・児童委員、ボランティア団体、介護事業所、 

     障がい事業所、企業、個人 etc.・・・ 
 

             多種多様な方々が参加 
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参加届を出せば
どなたでもOK！ 



 第１回（平成２８年１０月２６日） 協議体スタート！ 

   厚生労働省主査寺﨑譲氏講話 

   「市民主体で協議体の活動に取り組む意義」  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  「生活支援コーディネーターと今後の活動について考えよう」 
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厚労省の方の協議体の説明が
わかりやすかった。 

生活支援コーディネーターの意
気込みが聞けてよかった。 



 第２回（平成２８年１１月３０日） 

   「地域の宝を自慢しよう」 グループワーク 

   『若木台語ろう会』についての発表 

 

 

 

 

 

 

 

 第３回（平成２８年１２月２０日） 

   新宮町新宮区の買い物支援ボランティアについての発表 

   「地域の宝を自慢しよう」 エリア別発表スタート 
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他の地域の良いところを聞くことで、
これからの参考になり、いろいろな
取り組みができそう。 

地区ごとの情報共有、どんな取り
組みをしているのか話し合うことが
できてよかった。 



 第４回（平成２９年１月２５日）～第７回（平成２９年４月２６日） 

  「地域の宝を自慢しよう」 エリア別発表 
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同じ町に住んでいながら、知らないこ
とばかりだった。 

協議体に参加した理由が、それぞ
れ熱い。今日話された内容を地域
の方々に話したい。 

「活動を楽しむ」という挨拶に同感、 
「続けることが大切」にも同感。 

みんなが主役のような活動がすばら
しいと思う。 

地域の伝統行事を継続することで人
と人との交流が深まり良いことだと
思いました。 

地域のことは地域で考えるという
機運を高める、地域の人ならでは
のつながりに感動しました。 

発表を聞いた他エリアのメンバーの声 
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協議体通信 第1号 
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協議体通信 第５号 
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 ◆『協議体準備会』『協議体』で大切にしてきたこと 

 

 ◎参加していただいた方の声を十分に反映できる場にしよう 

   ⇒ 毎回、協議体メンバーに「良かったこと」「改善が必要な 

      こと」を聞いて、取り組めることはすぐに実行する。 

 ◎話し合いを始める前から、「落としどころ」は決めない 

   ⇒ 次に何をするか、どのように進めるかは協議体メンバー 

           の意見を聞いて決める。 

 ◎参加は、自由意思に基づいて 

   ⇒ あて職での参加は求めない。「住みやすい福津市を作り 

           たい。助け合いのある福津市を作りたい」という熱意の 

      ある人に参加してもらえるようにする。 
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協議体の今後について 

 第８回（平成２９年５月２４日）には『協議体効果発表会』ということで 

  この半年間を振り返り、協議体が出来たことでどんな効果があった 

  のかグループワークを行い、今後の活動について考えました。 

 

  今後も、『市民が主役』ということを見失わず、協議体のメンバーと 

    一緒に住みよい地域を目指していきたいと思っています。 

 

                            ありがとうございました。 

資料出典：スライドNo.6,7,8,10,16  国立社会保障・人口問題研究所 第6回自治体勉強会資料 
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